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会  議 第２回田辺市デジテル田園都市総合戦略有識者会議 

日  時 令和６年 10月 28日（月） 午前 10時 30分から 11時 30分まで 

場  所 本庁６階 第１委員会室 

出席委員 
藤田和史、多田稔子、坂本昇子、愛須敬子、田野清剛、橘智史、山口賢治、中辻󠄀雅也、 

岡野友一、古久保宏幸、永井幸彦、馬場崎栄、山本真大、野村悠一郎 

欠席委員 眞砂佳明、𠮷水智章、後藤昇 

事務局 
【田辺市企画部】木村部長、竹本課長、水野参事、冨田企画員、鈴木主査 

【株式会社長大】葛原、（野尻） ※（ ）は Web 参加 

議事次第・ 

会議資料 

１．開 会 

２．議 事 

（１）各種アンケートの調査結果について 

・結婚･出産・子育てに関するアンケート調査結果 ····················· 資料１ 

・移住に関するアンケート調査結果 ·································· 資料２ 

・進路に関するアンケート調査結果 ·································· 資料３ 

・第２期総合戦略の重要度・評価に関するアンケート ·················· 資料４ 

（２）人口ビジョンについて 

・田辺市人口ビジョン（案） ········································ 資料５ 

（３）関係課室ヒアリング調査の進め方について 

・関係課室ヒアリング調査の概要 ···································· 資料６ 

 ・評価検証シート ·················································· 資料７ 

 ・第２期総合戦略と地域幸福度（Well-Being）指標の対応表 ············ 資料８ 

 ・関係課室ヒアリングシート ········································ 資料９ 

・第２期総合戦略とデジタル化のメニュー表 ·························· 資料 10 

４．その他 

今後の予定 

 ・総合戦略策定の進め方 ············································ 資料 11 

５．閉 会 

議事次第・会議資料に基づき、第２回田辺市デジテル田園都市総合戦略有識者会議を行った。 

会議に先立ち、委員の交代（田辺地域労働者福祉協議会の会長職の交代に伴い岡野委員が就任）及び欠席

２人（西牟婁森林組合・紀南六高校生徒指導部連絡協議会）が報告された。 

なお、会議は藤田和史座長により進行された。 

 

議事 

1. アンケートの調査結果について 

 人口ビジョンの改定に際し、人口の将来展望を見直すとともに、第３期総合戦略策定の基礎資料と

するため、８月から９月にかけて実施した４つのアンケート調査（資料１から資料４まで）の結果

を報告した。 

 結婚支援事業への評価が低く、出産費用支援への要望が高まっている。また、子育て環境への不満
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や、教育費の負担増加への懸念が示されている。移住に関するアンケートでは、自然環境の魅力を

理由に移住を希望する人が多いことが明らかになったが、仕事や収入面での不安も指摘された。

（説明：策定支援業者 株式会社長大） 

 

2. 人口ビジョンについて 

 人口ビジョンについて、人口推移のグラフやアンケート調査結果など、入手データから可能な範囲

で時点更新を行った素案を報告した。今後、国・県の長期ビジョンを踏まえ、人口ビジョンの概要

や人口の将来展望を修正する予定である。 

 国立社会保障・人口問題研究所の推計方法に基づき、田辺市の将来人口を推計した。2020 年から

2065 年にかけて人口が 57%減少すると予測されており、人口減少対策が急務であることが確認さ

れた。（説明：策定支援業者 株式会社長大） 

 

 【委員からの質疑・提言等】 

 アンケート結果は詳細に渡っており良いと思う。人口ビジョン P.19 にある移住者のグラフには、

田辺市出身者が含まれているのか。アンケート調査を分析することで、30％程度は戻らないという

中で、故郷に戻って来る障壁の部分にヒントがあるのではないか。田辺市出身者が「（５）田辺市

への移住の可能性がない理由」をどのような回答をしているのか。「移住後のイメージが沸かない」

ということはないと思われ、仕事がない、求める収入が得られないということをどう解決していく

かがポイントになると思う。田辺市から出た人が戻って来る方が、全く外から移住する人を増やす

より確率が高いと思う。（Ａ委員） 

→ 人口ビジョン P.19 のグラフに田辺市出身者も含まれている。田辺市出身者における移住の条

件、移住の可能性がない理由のクロス分析までは本報告には載せていない。関係団体ヒアリン

グにおいて Uターンの方から、子育てや収入の問題があり、田辺市に戻りたかったが戻れなか

ったと聞いた。U ターンの方はイメージが沸かないわけではない。分析して補足したい。（長

大） 

→ 未来創造塾など地域で仕事を作るすばらしい取組だと外から見て思う。そういった取組も戦

略の中に盛り込んでいただければ良い。（Ａ委員） 

 ここまで 10 年の取組で、いくつか取組自体の成果はあがっていると思う。一方で人口の問題は、

対外的な要因も作用して成果がなかった、ある意味ではより悪化してしまった部分があり、今回の

このような結果として出てきている。あくまでこれを悲観するだけでなく、直視をした上で、次の

計画を考えていかなければならない。集まっていただいている皆様にも考えていただきたい。（Ｂ

委員） 

 

3. 関係課室ヒアリング調査の進め方について 

 「関係課室ヒアリング調査」については、関係課室に対して、第２期総合戦略における各事業を評

価検証した「評価検証シート」を参考資料として提供した上で、次期総合戦略の KPIや施策を記載

した「調査シート」を作成いただき、それを基にヒアリングを実施する予定である。「評価検証シ

ート」には、先程ご説明した各アンケート調査結果の他、関係団体へのヒアリング調査結果、およ

び地域幸福度（Well-Being）指標による分析結果を記載している。（説明：策定支援業者 株式会
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社長大） 

 

 【委員からの質疑・提言等】 

 Well-Being指標は非常に興味深い。（Ｃ委員） 

 Well-Being指標の対応表は作成途中のものなのか。（Ｄ委員） 

→ Well-Being指標の対応表は、今後新しく施策を検討するに当たり、担当する分野で Well-Being

指標のどこを見れば良いのか、対応する表を作成したものである。デジタル化のメニュー表

は、全国の他の自治体がどのようなデジタル化を進めているのか、取組をまとめたサイトから

総合戦略と対応する一覧表を作成したものである。打ち合わせを進める中でさらに充実させ

て市に提供したい。（長大） 

 アンケート調査結果などに基づいて関係課室にヒアリングを実施して、積み上げていくことは大

変な作業であるが、良いことかと思う。総合戦略の作成手法は、他自治体でも大体このような形で

進められるのか。（Ｅ委員） 

→ 他自治体においても、分析手法も含めてこのようなやり方で進めている。（長大） 

 

4. 今後の予定 

 現在の進捗状況は、人口ビジョンの改訂については、人口の将来展望といった一部を除き完成が見

えてきているところである。今後は県や国の人口ビジョンが公表され次第、それを踏まえた上で策

定を進めていく。新総合戦略の策定については、アンケート調査等で策定の下準備が整ったところ

であり、今後は関係課室ヒアリング調査を行っていく予定である。 

 11 月中旬に各課室へのヒアリングを行い、アンケート結果や現状分析を踏まえて、今後の施策や

目標値を検討する予定である。12 月の第３回会議では、国や県の人口ビジョンや総合戦略の動向

を踏まえた上で、田辺市版の人口ビジョンと総合戦略の素案をお示しする予定である。会議中及び

会議後の一定期間、委員からのご意見を募集し、それらを反映させた上でパブリックコメントを実

施する予定である。（説明：田辺市企画広報課） 

 

 質疑・提言等特になし 

 

 

 

以上 （敬称略） 
 


